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以下の問に答えよ。
問1. 物質による電磁波の吸収と放出に関する以下の文章の空欄 A ～ G に適切な語句を入れて文章を完成させよ。
光（電磁波）が物質を通過すると、物質に固有の波長の光が弱められる。これは、物質により特定の波長の光が吸収されるからである。その実体は、物質を構成している分子や原子に含まれる A による光エネルギーの吸収である。 A が光のエネルギーを吸収すると、分子は B 状態から C 状態に移る。 A がエネルギー準位間を移動することを D といい、特に、エネルギー準位の低い軌道から高い軌道に移ることを C という。一方、 C 状態にある分子は不安定であるため、 E や光としてエネルギーを放出して安定な B 状態へ戻ろうとする。この元の状態に戻っていく過程を F という。その際、光を放出する現象を G という。
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問2. 精度と正確さについて、真の値と測定値のばらつきに言及して説明せよ。
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問3. 濃度がcの色素溶液を光路長lの光学セルにセットし、強度I0の入射光を透過させた。色素のモル吸光係数をεとして、透過光強度Iを表わす式を、これらの記号を用いて示しなさい。
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問4. モル質量が376の色素5.64 mg dm-3を含む水溶液を光路長1 cmのセルに入れ、吸光度を測定したところ、470 nmにおいて吸収極大が見られ、そのときの吸光度は0.60と見積もられた。この極大吸収波長における色素のモル吸光係数を求めなさい
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問5. 原子吸光分析法の装置概略図を示せ。分光器や光源、また、試料の導入の仕方など吸光光度計との違いが分かるように示すこと。
	


問6. 赤外分析法とラマン分光法の違いに関する以下の文章の空欄 A ～ J に適切な語句や数値を入れて文章を完成させよ。
赤外分光もラマン分光も、分子の A 準位の遷移をスペクトルとして観測する分光法の一種である。通常、得られるスペクトルの横軸には B が用いられる。赤外分光法は、分子の A に相当する光エネルギーの吸収を計測する方法である。一方、ラマン分光法では、入射光と異なる波長をもつ C 光を観測する。なお、散乱光のほとんどは入射光と同じ波長の D 光であり、 C 光は D 光よりも10−6倍ほど微弱な光である。
赤外スペクトルにおいてもラマンスペクトルにおいても、およそ同じ波数位置に同じ振動モードに由来するバンドがみられるが、それぞれの強度は赤外スペクトルとラマンスペクトルで異なる。これは、分子振動によって E が変化する場合には赤外活性となり、 F が変化する場合にはラマン活性となるためである。
異なる化合物であっても同じ官能基があれば、ほぼ同じ波数にその官能基に由来する振動バンドが観測される。このような原子団特有の振動を G という。例えば、カルボニル基の伸縮振動バンドは1700 cm－1付近に観測される。1700 cm－1を振動数に換算すると H  THz、波長に換算すると I  μm、エネルギーに換算すると J  eVとなる。なお、電磁波の速度c = 3.00×108 m s－1、プランク定数h = 6.63×10－34 J s、電気素量e = 1.60 ×10−19 Cとする。光子のエネルギーはE= hν = h・ c / λ（J）= h・ c / eλ (eV)で表わされる。
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問7. ガスクロマトグラフィーで汎用されている検出器をひとつ挙げてその検出原理を説明せよ。
	


問8. キャピラリー電気泳動法の送液原理を図を用いて説明せよ。
	


問9. クロマトグラフィーの高性能化に関する3つの要素を示し、それぞれを簡潔に説明せよ（図を用いてもよい）。
	


問10. 磁場型、四重極型、飛行時間型の質量分析計の中から一つを選び、その質量分離の原理を説明せよ。
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